
こどものまち
「みやっこタウン」の開催

令和６年度実施分 宮古市提案事業

実施日（期間）：2024年4月～2025年3月

協働対象部署名：宮古市教育委員会学校教育課

実施団体名：NPO法人みやっこベース



解決したい課題（事業のテーマ）

①子どもの体験活動、キャリア教育の充実

• 子どもの自己肯定感の低さが問題

• 地域の教育力の低下→地域での体験活動の減少

②若年層の人口流出

• 高校卒業後、進学や就職のため転出

• 地域の企業や産業を十分に知っているとＵターン意向が高まる？



①子どもの体験活動、キャリア教育の充実

日本財団「１８歳意識調査ー国や社会に対する意識調査ー（2022年）」より



日本財団「１８歳意識調査ー国や社会に対する意識調査ー（2022年）」より

①子どもの体験活動、キャリア教育の充実



文部科学省「令和2年度青少年の体験活動に関する調査研究結果報告 ～21世紀出生児縦断調査を活用した体験活動の効果等分析結果について～」より

①子どもの体験活動、キャリア教育の充実



②若年層の人口流出

独立行政法人労働政策研究・研修機構「UIJターンの促進・支援と地方の活性化―若年期の地域移動に関する調査結果―」より

総務省 国勢調査及び国立社会保障・人口問題研究所 将来推計人口、
総務省 住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数を基にGD Freak!が作成



事業の内容と成果など
〇こどものまち「みやっこタウン」開催

参加者がみやっこタウンの市民となり、「仕事」「大学」「消費（遊び、買い
物）」などの合計46ブースで、宮古の仕事体験や納税などを行い、楽しみなが
ら社会の仕組みを学んだ。今回初めて市長選挙を行い、みやっこタウン初とな
る市長が誕生した。

日 時：2024年9月21日(土)22日（日）
会 場：旧赤前小学校
参加児童：のべ263人（小学4～6年生）

（1日目136名、2日目127名）
協力団体：34社・団体（46ブース）









保護者アンケート 今回体験した職業に興味を持ったらしく、
どうすればその職業に就く事が出来るか質問していました。

１日目はたくさん働いて買い物をせず、二日目はいろんな学校の人と話をして一緒に
ブタメン食べたり（笑）おやつを買って食べたり、友達が増えたと話していました。

すでに来年も行きたいと言っていました。
特に、今まで名前しか知らなかった金型のお仕事が特に楽しかったようです。

自分で行けるから大丈夫、自分でやるよ！と自立を感じました。

違う職種でも、一緒にお仕事をしたりする事もある事に驚いたようで、
大人も会社も協力してお仕事をしているんだと学んだようでした。

楽しいというウワサを他のママさん達から聞いていて、子供もぜひ行きたいと初めて参加しました。
帰りのバスから降りてきた顔は、キラキラ輝いていて、充実した時間が過ごせた事が伝わってきました！

田舎にいると都会のこのようにいろんな体験を出来る経験値が少ないわけですが、
みやっこタウンのお陰で色んな体験が出来ていると思います。

初日を踏まえて明日はどうしようかと、帰宅後から夜中考えて、朝起きてからも考えて、これはとても素晴らし
いことだなと思って見てました。親が見ることができない環境なのでまともなアドバイスできなかったのですが、
それだからこそ、大人の考えに左右されない行動を自らの意思で行っていたので、大きく成長したと思います。



事業の内容と成果など
〇子ども実行委員会の結成、運営

市内の中学生を募集し、6名の中高生がジュニアスタッフとして参画

6月29日（土）のキックオフ以降、定期的な会議と、個別での企画立案、準備
のサポートを行った

ジュニアスタッフによる企画として、「宝くじ」や「フォトスポット」「クエ
スト」を企画実行したほか、当日の司会進行や、インフラブース運営などによ
り参加児童のサポート役を担った



事業の内容と成果など
〇こどものまち勉強会開催

「こどものみらいシンポジウム」という名称で、NPO法人いわて連携復興セ
ンターと協働で実施した。高知県で「とさっ子タウン」を企画運営している畠
中洋行氏を講師に招き、事例の発表を行っていただいた。34人が参加し、
「とさっ子タウン」の開催経緯や運営方法などについて理解を深め、意見交換
を行った



事業の経費

支出

消耗品費 154,253

印刷製本費 215,695

役務費 406,597

原材料費 128,339

謝金 30,000

旅費交通費 75,960

人件費 710,100

食糧費（対象外） 140,800

合計 1,861,744

収入

提案事業予算 1,500,000

参加者負担金 134,000

企業負担金 55,800

実施主体負担金 171,944

合計 1,861,744



協働について

市との役割分担および協働したことによる効果

宮古市教育委員会学校教育課：

・会場および駐車場利用に向けた連絡調整

・参加児童募集に係る学校への周知調整 等

廃校になった旧赤前小学校を会場とした。
会場利用に係る教育委員会総務課、生涯学習課との連絡調整を行って
いただくことで、スムーズな会場利用につながった

ほか、各小学校へ案内いただいたことにより、
参加児童募集のための学校での告知をスムーズに行うことができた



今後の展望について

• 課題（スライド２）の現状について

①子どもの体験活動、キャリア教育の充実

②若年層の人口流出

これらの課題はすぐに解決される
ものではなく、
継続的に取り組んでいく必要がある

2022年 公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン



今後の展望について

• これからの事業について

体験の質の維持・向上を図りながら、
より多くの子どもたちに機会を提供できるよう、継続していきたい

２日間とても良い体験をさせていただきました。
稼ぐために興味のない仕事もやるなど、働く意義
を感じたのではないかと思います。ありがとうご
ざいました。来年も参加させたいです。 みやっこタウンのイベントは継続させて欲しいです！

妹も行きたいと話してました。初めて参加させてもら
いましたが良い体験になったと思います！携わってい
ただいた皆さまに感謝申し上げます。2日間ありがと
うございました。

ほんとに楽しかったようです 来年は4年生にな
る弟と行くのを楽しみにしているので、ぜひ来年
もおねがいします。

1日目帰ってきたときから、来年も参加するから明日も働いて
ベスカは少し残して、、と本当に楽しそうでした！

二日間じゃ足りない、もっとやりたかったと話していま
した。

来年は中学生になるので、ボランティアとして
参加したい。と、話していた。



ご清聴ありがとうございました。
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